
０．はじめに

作曲家・中田喜直（１９２３-２０００）は生涯に数多の子ど
もの歌を創作したが、中でも筆者が注目し研究に取り組
んできたのが詩人・小林純一（１９１１-１９８２）との共作で
ある。彼らの共作には歌詞にオノマトペを含むものが多
くあり、その音楽的表現における完成度の高さ、質的な
充実について、筆者は楽曲分析を通して明らかにしてき
た。

小林は「童謡の擬声語について」（１９５１）という雑誌記
事の中で、「幼児の遊戯本能と擬声語の結びつき」（p．１４）
について言及し、子どもの歌の創作におけるオノマトペ
の有用性を評価する姿勢を示している。中田には直接オ

ノマトペの扱いについて触れた文献は見出せていない
が、「詩と音楽の一致」を目指す点で小林と理念を共有
しており、小林との共作である「歌」においてその理念
が結実することは必然であると言えよう。

彼らの代表作には《あひるのぎょうれつ》《大きなた
いこ》など、現在も保育の場で歌い継がれている作品を
いくつか挙げることができるが、それらは NHK ラジオ
番組『幼児の時間』の曜日番組の１つ「リズム遊び」（あ
そびましょう）における協働の中で生まれたものである。
当該ラジオ番組における中田・小林の協働の成果につい
ては、先行研究において一部触れられてはいるものの¹、
その詳細を明らかにした研究は筆者の知る限り見当たら
ない。

そこで本稿ではまず、彼らの協働の場となった「あそ
びましょう」の放送内容について調査を行い、その中でこども教育宝仙大学 准教授
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─放送台本の分析を中心に─

On the Collaborative Works of NAKADA, Yoshinao and KOBAYASHI, Jun’ichi on the Segment
“RIZUMU-ASOBI : ASOBIMASHŌ” of NHK Radio Program “YŌJI-NO-JIKAN”

: An Analysis of Broadcast Scripts

葛 西 健 治
KASAI, Kenji

Abstract
During their three-year collaboration on “ASOBIMASHŌ”, Nakada and Kobayashi created 50 new children’s

songs together. At the beginning and end of the series, new works were vigorously produced. In the interim
period, there were fewer opportunities to present new works, but there were frequent re-performances of the
collaborations that had previously been broadcast. An examination of the contents of their self-selection book
published later reveals that the frequency of re-performances in the program did not necessarily coincide with
their self-evaluation of their collaborations. Many of the works in “ASOBIMASHŌ” are rarely sung today.
However, the musical and cultural value of the works should be reconsidered with careful analysis in the future.

Based on the broadcast scripts, I examined the content of “Ahiru no Gyōretsu” and “Ōkina Taiko,” and found
that both have onomatopoeia at the center of the lyrics, and that they are simple Rhythm Plays based on the
actions evoked from the lyrics. In the case of “Ōkina Taiko,” there were as many as five variations of the song in
a single broadcast. Kobayashi’s creative stance of inviting children to Rhythm Play based on onomatopoeia
seems to have been one of his optimal solutions to the limitations of “radio broadcasting,” in which the auditory
sense is the only source of information.
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創作・発表された中田・小林の共作の全容を詳らかにす
る。更に、共作を用いたリズム遊びの実例の一部を検証
し、子どもの歌の創作に対する中田・小林の創意、創作
理念の一端を明らかにしたい。

１．研究方法―資料の状況

現在（２０２２年９月）、NHK はインターネット上に
「NKH アーカイブス」を開設し「過去に放送したテレ
ビ番組や映像素材とその関連資料を最新のデジタルシス
テムで一元的に保管し、貴重な映像資料を次世代へと伝
え」²る取り組みを行っている。上記ホームページにおけ
る一般向けの情報提供とは別に、研究者向けには公募制
よる「学術利用トライアル」のサービスを提供している
が、閲覧できるコンテンツについては、残念ながら「NHK
が組織的な保存を始めた１９８１年以降のものが中心で、過
去に放送された番組全てがあるわけでは」³ないことが、
「学術利用トライアル」のトップページ上に明記されて
いる。
「あそびましょう」は１９５２（昭和２７）年から１９５４（昭和

２９）年にかけて、当時の NHK ラジオにおいて放送され
た番組であり、当然ながら録音データは現存していない。

そこで筆者は、NHK 放送博物館が所蔵する当該ラジ
オ番組の放送台本を拠りどころとし、中田・小林の共作
を中心に放送内容の調査分析を行うこととした。また同
館内において閲覧可能な番組確定表（PDF 形式）を併
用しながら、適宜情報の確認、整理を行った。
「あそびましょう」の放送台本は３つ（第１～２６回／

第２７～５１回／第５２～７３回）に分冊されており、原本は全
て縦書き、手書きで記されている。NHK 放送博物館の
所蔵本は原本の写しを製本したものであるが、小林によ
る直筆の署名（表紙への書き込み）や、番組制作の過程
で小林が書き加えたと思われる修正の跡が随所に残され
ており、元は小林の所蔵（実際の使用）品であったこと
が推察される。

なお、第４３回（１９５３（昭和２８）年８月２９日）放送分の
み、台本が欠落している⁴。

２．「あそびましょう」概要

２．１．基礎情報
「あそびましょう」は NHK ラジオ番組『幼児の時間』

（月～土、各曜日１５分間の放送⁵）の曜日番組「リズム
遊び」の１シリーズとして、第１回（１９５２（昭和２７）年
１月１２日）から第７３回（１９５４（昭和２９）年１０月２６日）ま
で約３年間に渡り、隔週で放送された。

本稿では放送局、曜日、放送時間等の変遷をもとに、

全体を以下の４期に区分する。

第１期／第１～１２回
（第２放送、土曜日、９：４５～１０：００）
第２期／第１３～３３回
（第１放送、土曜日、９：３０～９：４５）
第３期／第３４～５１回
（第１放送、土曜日、９：４５～１０：００）
（特番／第５２回（第１放送、月曜日、９：４５～１０：００）
第４期／第５３～７３回
（第１放送、火曜日、９：４５～１０：００）

なお番組名等の表記については放送台本の内部でも
様々に異同が見られるが⁶、本稿では番組確定表に従っ
て「リズム遊び」「あそびましょう」に統一する。ただ
しシリーズのタイトルである「あそびましょう」につい
ては、放送台本では一貫して「あそびましよ（ょ）」と、

「う」のない表記が用いられており、同名のテーマ曲（共
作）のタイトル及び出版譜における詩の表記も同様に「あ
そびましょ」とされていることを付記しておく。

因みに、「あそびましょう」に先立つ「リズム遊び」
は、「みんみいちゃん」⁷というタイトルのシリーズであっ
たらしい。１９５２（昭和２７）年１月５日に最終回を迎えて
いるが、翌週の１月１２日には早くも「あそびましょう」
の放送がスタートしている。

２．２．各回の主な内容と構成、選曲
放送台本をもとに、各回の主な内容と構成、また選曲

の概要を以下にまとめる。
毎回、番組の冒頭ではテーマ曲《あそびましょ》が合

唱団によって歌われる。その後、コグマのプーちゃん、
コブタのキイちゃん、タヌキのポンちゃんというキャラ
クターを中心に、童話劇スタイルの進行でお話が展開さ
れる⁸。各回毎に２～３曲の歌（BGM として抜粋、部分
使用される場合もある）が用いられ、そのうちの１曲を
メイン曲として鑑賞、歌唱指導、リズム遊び（手遊び、
体遊び等）の指導が行われる。特にメイン曲については、
子どもがその歌を覚えて遊べるまでのスパンを考慮し、
１回の放送（１５分間）のうち、少なくとも３回以上は繰
り返して演奏、指導がなされていたようである。

メイン曲の多くは共作（新作）であるが、特に第２～
３期にかけては《肩たたき》（第１６回／詞：西条八十
曲：中山晋平）、《シャボン玉》（第４６回／詞：野口雨情
曲：中山晋平）など、既存の歌が採用された例も少なく
ない。

またメイン曲以外の選曲に関しては、放送日の季節や
時候を意識した例が多く見られる⁹。
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３．共作の全容

放送台本には歌のタイトルが、詩の本体と共に細かく
記載されている。本稿では全７３回（台本の欠落した第４３
回を除く）の全ての使用曲を調査した上で、中田・小林
による共作を全て抽出した。以下、表１に放送日（初演
年月日）と曲目を整理する。

前述の番組名の表記と同様に、放送台本の内部では歌
（詞）のタイトルについてもかなりの異同が見られるた
め、本稿（表）では、共作の収載曲数が最も多く（初版：
４３曲、改訂増補：４曲追加）、中田による校訂が推認で

きる中田の自選集『かわいいかくれんぼ（中田喜直童謡
曲集）』（初版：昭和３０（１９５５）、改訂増補：昭和５９（１９５９）、
野ばら社）におけるタイトルの表記法に準拠し、全体を
修正・統一することとした。ただし、《手を叩きましょ
う》については楽譜の収録が確認できた『新しく選んだ
童謠曲集』（１９６１、カワイ楽譜）¹⁰に、《あひるのぎょう
れつ》については、小林の自選集『“あひるの ぎょう
れつ”小林純一詩 子どもの歌曲集』（１９６４、フレーベ
ル館）に別途従った。

共作の総数は５０である。ただし、《手を叩きましょう》
は中田の「編曲作品」であり、狭義には純粋な共作とは

回 放送日 曲目 備考

１ ２７０１１２ あそびましょ 番組テーマ曲
おつむてんてん

２ ２７０１２６ 大きなたいこ
３ ２７０２０９ ゆきゆきこんこん
４ ２７０２２３ きゅっきゅっきゅ
５ ２７０３０８ チリンチリンじてんしゃ
６ ２７０３２２ シーソー
７ ２７０４０５ ひらひらちょうちょう
８ ２７０４１９ いもむしごろごろ
９ ２７０５０３ じゃぶじゃぶせんたく
１０ ２７０５１７ おそうじ
１１ ２７０５３１ かっちんこっちん
１２ ２７０６１４ 雨だれ
１３ ２７０６２１
１４ ２７０７０５ （手を叩きましょう）
１５ ２７０７１９
１６ ２７０８０２
１７ ２７０８１６
１８ ２７０８３０
１９ ２７０９１３ おまつり
２０ ２７０９２７
２１ ２７１０１１

２２ ２７１０２５ おちばのおもちゃ
ひらひら木の葉

２３ ２７１１０８
２４ ２７１１２２ すずめのおやど
２５ ２７１２０６
２６ ２７１２２０ もちつき
２７ ２８０１１７
２８ ２８０１３１
２９ ２８０２１４
３０ ２８０２２８ おしくらまんじゅう
３１ ２８０３１４
３２ ２８０３２８ かなづちとんとん
３３ ２８０４１１
３４ ２８０４２５ 花あそび 台本上のタイトルは《おはな》
３５ ２８０５０９
３６ ２８０５２３ あるきましょうはしりましょう
３７ ２８０６０６

３８ ２８０６２０ おすもうさん
３９ ２８０７０４

４０ ２８０７１８ みずぐるま
ぎっちらおふね

４１ ２８０８０１
４２ ２８０８１５ どうぶつあそび
４３ ２８０８２９ 台本欠落
４４ ２８０９１２
４５ ２８０９２６ お百しょうさん
４６ ２８１０１０
４７ ２８１０２４ 小鳥あそび
４８ ２８１１０７
４９ ２８１１２１ なわとび
５０ ２８１２０５ 大工さん
５１ ２８１２１９
５２ ２９０１０４ あひるのぎょうれつ 正月特番
５３ ２９０１１９
５４ ２９０２０２ ゆきなげあそび
５５ ２９０２１６
５６ ２９０３０２ 五人ばやし
５７ ２９０３１６
５８ ２９０３３０
５９ ２９０４１３
６０ ２９０４２７ かざぐるま
６１ ２９０５１１ まねっこあそび
６２ ２９０５２５ ひよこのおさんぽ
６３ ２９０６０８ とべとべひこうき
６４ ２９０６２２ ままごとあそび
６５ ２９０７０６ スワンよスワン

６６ ２９０７２０ とびこめシャワーに
きんきんきんぎょ

６７ ２９０８０３ ほたるがり

６８ ２９０８１７ ぎっこんポンプ 台本上のタイトルは《ポンプ押し》
水まき

６９ ２９０８３１ えっちら山のぼり

７０ ２９０９１４ 手まりのなかではねるはどなた
十五夜お月さん

７１ ２９０９２８ きしゃごっこ
７２ ２９１０１２ かぽかぽこうま
７３ ２９１０２６ 最終回

表１ 共作の放送回・放送日（初演年月日）・曲目（タイトル）一覧

注１）放送日の６桁の数字は「（昭和）年月日」を表す
注２）二重線は４期の区分（第５２回は正月特番）を表す
注３）共作の初演のない放送回は塗りつぶしで明示した（再演はこの限りでない）
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（放送台本の原本は全て縦書きであるが、本稿では便宜上横書きに変換して引用・掲載する（以下同））
（下線、斜体部分は筆者による）

呼べないものの、参考として本表に含めることとした。
作曲年月日を明らかにするまでには至らなかったが、こ
れらの共作がラジオ放送のための新作として創られた経
緯に鑑みれば、作品の誕生は初演年月日とほとんど軌を
一にしているとみなして差し支えないだろう。

３．１．第１期（第１～１２回）
共作の全容を放送の期区分毎に概観すると、それぞれ

に特徴を見出すことができる。

第１期では例外なく、毎回１曲の新作（共作）が発表
されていることがわかる。放送台本によると、新作はそ
の回のメイン曲¹¹として扱われ、その直後（隔週放送で
あったため、２週間後）の回には、次に発表される新作
に接続する形で必ず再演がなされていたようである。

例えば、第１回に初演された《おつむてんてん》の再
演は、以下のような台詞を挟んで第２回発表の新作《大
きなたいこ》の初演に接続されている。

上記の台本にあるように、《おつむてんてん》の「お
手手のあそび」から《大きなたいこ》の「あんよのおあ
そび」へ、というように、小林は新作同士の接続におい
て一連の流れを企図していたことが読み取れる。

第１期ではこの方針が一貫しているが、この間に毎回
発表された新曲（共作）は、台本と詩を担当する小林の
計画に則って、中田が付曲したものと考えられる。

３．２．第２期（第１３～３３回）
チャンネルが第２放送から第１放送に移行し、放送時

間も１５分繰り上がって９：３０～９：４５の時間帯となった
第２期では、第１期に比べて極端に共作の数が減少して
いる。毎回新たに共作が発表されていた第１期とは対照

的に、第２期は全２０回の放送中わずか８曲（「編曲作品」
である《手を叩きましょう》を含む）しか共作が生み出
されていない。

放送台本によると、第２期では既存の歌をメイン曲と
して採用した例が多かったようである¹²。特に第２期の
初回である第１３回（１９５２（昭和２７）年６月２１日）は、第
１期までの隔週放送のリズムから逸脱し、中１週間（第
１２回の放送日は同年６月１４日）で放送が組まれているこ
とから、番組制作のスケジュールに余裕がなく、新たな
共作を仕上げる余裕がなかった可能性も考えられる。第
１３回では BGM として《アメフリ》（詞：北原白秋 曲：
中山晋平）が部分的に使用され、メイン曲には《むすん
でひらいて》が採用されている。
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なお、新しい共作の発表の機会は大いに減少している
ものの、第２期では第１期に発表された新作（テーマ曲
《あそびましょ》を除く１２曲）が、番組の中で述べ１４回
再演されている。

３．３．第３期（第３４～５１回）
第３期は放送時間が１５分繰り下がり、第１期と同じ

９：４５～１０：００に戻った期間である。チャンネル（第１
放送）と曜日（土曜日）は第２期を引き継いでいる。

第３期の初回である第３４回（１９５３（昭和２８）年４月２５
日）では《花あそび》（※台本上のタイトルは「おはな」）
が共作として発表されているが、そこからはほぼ隔回（日
程ベースで言えば４週間おき、約１ヶ月間に１作）のペー
スで新たな共作が発表されており、それらはいずれも当
該放送回のメイン曲として扱われている。放送台本によ
れば、新作発表の合間の回では、知名度の高い既存曲¹³
や、それまでの放送の中で発表された新作の再演をもっ
てメイン曲としていたようである。

第２期はいわば、新たな共作発表のブランクの期間で
あったが、第３期はおそらく計画的に、中田・小林の双
方が無理のないペースを保ちながら、着実に共作を生み
出そうと試みた時期であったと考えられる。

３．４．第４期（第５３～７３回）
正月の特別番組として放送された第５２回（１９５４（昭和

２９）年１月４日（月））については４項にて詳述する。
第４期は「あそびましょう」の最終盤である。チャン

ネル（第１放送）と放送時間（９：４５～１０：００）は第３
期を引き継いでいるが、放送曜日が土曜日から火曜日へ
移行している。

しばらくは新たな共作の発表が下火となるが、第６０回
（１９５４（昭和２９）年４月２７日）以降、第７２回（１９５４（昭
和２９）年１０月１２日；最終回の直前）にかけては毎回欠か
すことなく新たな共作が生み出され、中には一度の放送
回で２つの新作が発表された例もある（第６６、６８、７０回）。

シリーズの締め括りに向けて一層意欲的に協働に取り
組もうとした中田・小林の矜持がうかがえる。なお最終
回、第７３回（１９５４（昭和２９）年１０月２６日）では既存の歌
を１曲も使用せず、全て番組内で生まれた共作を再演す
る形でシリーズを締め括っている（詳しくは後述する）。

３．５．放送回数と出版譜の有無（楽譜の所在）
次に共作の全体を「あそびましょう」における放送回

数（再演）の多い順に整理し、更に、作者である中田・
小林による自作への評価を検討するための一材料とし
て、出版譜の有無（楽譜の所在）に関する情報を加えた
ものを表２にまとめる。

出版譜の有無（楽譜の所在）の確認に当たっては、中
田・小林が単独ないしは共同で編者を務めた、以下、５
つの曲集を典拠とした（表及び本項では、アルファベッ

表２ 放送（再演）回数ランキングと楽譜の所在

注１）Ｎ１～Ｂ２欄の数字は、該当する曲集における楽譜の掲載ページを表す。
注２）楽譜の所在が確認できなかった共作は、行全体を塗りつぶしで明示した。
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表３ 楽譜の所在未確認の共作一覧（曲名とインチピット）

トによる以下の略記を用いることとする）。

N1（中田自選）『かわいいかくれんぼ 中田喜直童謡曲
集』（初版：昭和３０（１９５５）、改訂増補：昭和５９（１９５９）、
野ばら社）

N2（中田選）『新しく選んだ童謠曲集』（１９６１、カワイ
楽譜）

K（小林自選）『“あひるの ぎょうれつ”小林純一詩
子どもの歌曲集』（１９６４、フレーベル館）

B1（両者選）『新訂 現代こどものうた名曲全集』（１９６９、
音楽之友社）

B2（両者選・中田改訂）『二訂 現代こどものうた名曲
全集』（１９９０、音楽之友社）

《あそびましょ》は番組テーマ曲として毎回冒頭に演
奏されたため、放送回数としては当然１位となるが、番
組の主たる内容（リズム遊び）とは直接関わりのない作
品である。

リズム遊びの本体を担う作品として、実質的に最も再
演の機会が多かったのは２位（１０回）の《チリンチリン
じてんしゃ》である。出版譜についても４つの曲集に所
在を確認できるが、最も新しい B2 においてはその収載
が見送られている。B1 から B2 への改訂は、小林の死
去を受けて中田が単独で行っており、《チリンチリンじ
てんしゃ》の掲載中止には中田による何らかの意図が
あったものと思われる。

３位（８回）の《ひらひらちょうちょう》は、N2 を
除く全ての曲集（いずれも中田・小林による自選集）に
収載されている。

４位（７回）の《おつむてんてん》の楽譜の収載は N
1 のみである。番組での重用とは裏腹に、中田・小林は
作品としての価値をあまり高く評価していなかった可能
性がある。

５位（５回）から８位（２回）までは、それぞれの順
位に複数の作品が含まれている。ここでは注目すべき作
品を抜粋して考察を述べたい。

第５位（５回）の《大きなたいこ》は中田・小林の共

作の中でも最も知られた作品の１つであり、現在も E
テレの子ども向け番組の中でしばしば取り上げられてい
る¹⁴。シリーズの放送開始から間もない第２回で発表さ
れた作品であるが、その後の番組内でも複数回再演され、
楽譜に関しても本項で典拠とした５つの曲集の全てに収
載されている。まさに自他共に認める、中田・小林によ
る共作の白眉であると言っても過言ではない。
《大きなたいこ》と同様に、本項で典拠とした５つの

曲集の全てに楽譜の収載が認められるのは、７位（３回）
の《あひるのぎょうれつ》である。一見すると、放送（再
演）回数はさほど多くないように思えるが、初出の時期
（第５２回）に鑑みれば、相対的には番組内で重用された
作品の１つであったと見ることができるだろう。小林が
自選集（K）のタイトルに採用したことからも、本作品
に対する彼の自己評価の高さを窺うことができる。

ここで改めて出版譜の有無に着目して全体を概観する
と、８位（２回）まで、つまり少なくとも１回以上は番
組内で再演された作品であっても、その多くが１つの曲
集でしか出版譜を確認することができない¹⁵、もしくは
出版譜を全く確認することができない¹⁶例が多いことが
わかる。５位（５回）の《おそうじ》はその例外であり、
小林の自選（K）を含む３つの曲集に収載されている。

また試みに、中田の自選集（N1）と小林の自選集（K）
の双方に収載されている作品を抜き出してみると、《チ
リンチリンじてんしゃ》《ひらひらちょうちょう》《大き
なたいこ》《おそうじ》《あひるのぎょうれつ》《かざぐ
るま》《きんきんきんぎょ》の７作品を挙げることがで
きる。このうち、《ひらひらちょうちょう》《大きなたい
こ》《あひるのぎょうれつ》の３曲は B1・B2 にも収載
されている。《かざぐるま》《きんきんきんぎょ》の２作
品は、いずれも番組内で再演の機会がなかったようであ
るが、N1・K の双方に収載されていることから、今後、
作品の内容に注目して分析を行う価値があるものと思わ
れる。

最後に、現時点で楽譜の所在が確認できなかった共作
（６曲）について、放送台本からそれぞれのインチピッ
トを抜粋し、以下、表３にまとめておく。
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３．６．《手を叩きましょう》について
《手を叩きましょう》は、保育における重要なレパー

トリーの１つとして今なお愛唱され続けている作品であ
る。先にも触れた通り、本作品は中田・小林による純粋
な共作とは呼べないものの、その知名度の高さ、作品と
しての価値に鑑みて、本項では放送台本を中心とした調
査内容を整理しておくこととする。

第１４回（１９５２（昭和２７）年７月５日）において初めて
放送された《手を叩きましょう》は、再演回数のランキ
ングでも第５位（５回）に位置しており、番組内でも相
応に重用されていたことがわかる。しかしながら出版譜
が確認できたのは唯一 N2（１４６頁）のみで、当該楽譜に
は「小林純一 作詞／中田喜直 編曲」と明記されてい
る。N2 の編者である中田自身が「編曲作品」と自認し
ており、彼は本作品を純粋な共作とは見なしていなかっ
たようである。

一方、《手を叩きましょう》が放送された回（延べ５
回）の放送台本では、作者についてそれぞれ以下のよう
に記載されている。

第１４回（７頁） 作者不明
第１７回（１７頁） 作詞 作曲 不明
第３３回（１７頁） 作詞・曲 不明
第４８回（１４頁） 作詞作曲、不明
第５２回（７頁） 作詞・作曲 （※改行）不明

一覧の通り、台本作家であった小林は、少なくとも番
組放送当時は一貫して作詞者・作曲者は「不明」と認識
していたことがわかる。

なお、JASRAC の作品データベース検索サービス
（ジェイウィッド J-WID）によれば、現在、小林は「訳

詞者」、中田は「編曲者」として著作権が JASRAC に
よって管理されており、「作詞者」「作曲者」の欄には「P.
D.」（著作権消滅）と表示されている¹⁷。現在はこの識
別法が最も信頼に足るものと思われるが、N2 で「作詞
者」とされていた小林がいつから「訳詞者」として定着
したのか、その経緯については不明である。また訳詞・
編曲の根拠となる原詞・原曲（作詞者・作曲者）の詳細
についても、現時点では確たる情報は得られていない¹⁸。

４．共作によるリズム遊びの実例

４．１．第５２回（１９５４（昭和２９年）１月４日）
放送：《あひるのぎょうれつ》（初演）

第５２回は正月特番として、例外的に月曜日に放送され
た回である。放送台本の表紙には「昭和二十九年一月三
日公演（筆者注；日曜日）」とあり、番組確定表には「日
本青年館」「新年子供会より」等の文言が記載されてい
る。「あそびましょう」は２年余りの放送を経てホール
公演を実現し、その録音を翌日に放送するという機会に
恵まれたようである。

第５２回で用いられた曲は、演奏順に《あそびましょ》
《手を叩きましょう》《ゆきゆきこんこん》《おつむてん
てん》《むすんでひらいて》《チリンチリンじてんしゃ》
《ひらひらちょうちょう》《あひるのぎょうれつ》の８
曲であるが、このうち終曲の《あひるのぎょうれつ》が
初演であった。因みに既存曲の《むすんでひらいて》と、
狭義には中田の編曲作品である《手を叩きましょう》以
外は全て、中田・小林がそれまでの「あそびましょう」
の中で発表した共作の再演である。

放送台本の表紙の次のページには、出演者一覧が次の
ように記載されている。
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（下線は筆者による）

普段のラジオ放送では「お話」の担当者が単独の語り
でストーリーを進めていくところを、この舞台公演では
それぞれのキャラクターがぬいぐるみで登場し、そこに
合唱隊や合奏団、舞踊団まで加わっている。その華やか

で魅力的なステージに、当時の子どもたちが目を輝かせ
ながら鑑賞、参加していたことが想像される。
《あひるのぎょうれつ》のリズム遊びに係る台本内容

を次に抜粋、引用する。

直前の「お話」の中で、手を使って歩きながら行う体
遊び ― 一種のごっこ遊び ― を企図していることが示
されている。

曲名以下は、左の列（原本は縦書きのため、実際の位
置は上段）に歌詞が、右の列（同下段）に解説（台詞）
が記載されている。合唱隊の歌唱と同時に、折よく解説
を挟みながら体遊びを促そうとする意図がよく理解され
る。１番の歌詞にあるオノマトペ「よちよち」は、あひ
るの親子の歩くさまを描写しているが、解説の中でもそ
のオノマトペはそのまま何度も用いられている。オノマ
トペの持つ「遊戯（動作）誘導性を評価」（葛西：２０２１：２９）
する小林の理念が、ここに端的に表れている。２番の「す
いすい」も同様であるが、ここでは具体的な遊び方とし
て、両手を使った平泳ぎの動作の指示を解説の中に加え

ている。小林はあひるの足泳ぎを人間（子ども）の平泳
ぎの動作に変換し、リズム遊びの一部とすることを試み
ている。

４．２．第５５回（１９５４（昭和２９）年２月１６日）
放送：《大きなたいこ》（再演）

全放送回の中で唯一、テーマ曲を除いてメイン曲一本
（《大きなたいこ》）で構成された異色の回である。

第５５回の考察に先立って、《大きなたいこ》が初演さ
れた第２回（１９５２（昭和２７）年１月２６日）の放送台本か
ら、そのリズム遊びの原型について取り上げておきたい。

第２回における《大きなたいこ》初演の場面を、以下、
放送台本より引用する。
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（下線は筆者による）
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（下線は筆者による）

《大きなたいこ》ははじめ、足踏み（「あんよのおあそ
び」）によるリズム遊びとして企図されていたことがわ
かる。ト書きには、「ドーン、トンの個所に効果的に打
楽器」とあることから、曲中のオノマトペの箇所を打楽
器の音で強調しながら、立体的に歌（詞）の聴取を促そ
うという工夫を試みていたことが読み取れる。直後の「お

話」では、手（あるいは腕）で「大きなたいこ」の形を
作りながら、同時に足踏みによるリズム遊びを行うよう
指導している。続く「小さなたいこ」の遊び方も同様で
ある。

第２回の放送台本の終わりには、あとがきのような体
裁で次のような言葉が残されている。

このような「目的」の記載は「あそびましょう」の放
送台本の中で唯一、この箇所にのみ残されたものである。
シリーズの放送開始間もない第２回にあって、小林は明
確な目的意識を持って新たなリズム遊びの創出を試みて
いたことが窺える。当然ながら中田は、小林による上記
の創作意図に沿う形で《大きなたいこ》の作曲に取り組
んだものと思われる。
「強弱の対比」という極めてシンプルな構想の実現を

作品（歌詞）の中で一手に引き受けているのは、オノマ
トペである。《大きなたいこ》の歌詞には動詞が１つも
用いられておらず、動作（の違い）はオノマトペによっ
て端的かつ描写的に表現されている。

本題の第５５回では５パターンもの替え歌遊びが一挙に
展開されているが、そのようなフレキシブルなアレンジ
を可能としているのは、偏に原曲（歌詞）のシンプルな
構造と、作品としての完成度の高さである。

第５５回における５パターンの替え歌遊びの概要は以下
の通りである。

①大きなラッパ：ブー／小さなラッパ：プー
②大きなバケツ：ガーン／小さなバケツ：カン
③大きな（笑い）声：わっはっは
小さな（笑い）声：おっほっほ
④大きな（泣き）声：わーん／小さな泣き声：えん
⑤大きな足ぶみ：ドシン／小さな足ぶみ：トン

いずれもモチーフの大小（音の強弱）の違いがシンプ
ルなオノマトペによって表現されており、それぞれが原
曲と違和感なく馴染むであろうことは容易に想像され
る。

最初の替え歌遊びである①（ラッパ）のあと、「お話」
には以下のような台詞がある。

「音」を拠り所とした様々な替え歌遊びを受容する《大
きなたいこ》の誕生は、「あそびましょう」における中
田・小林の最も重要な成果、成功例の一つであったと言
えよう。

４．３．第７３回（１９５４（昭和２９）年１０月２６日）
放送（最終回）：共作７曲の再演

最終回では既存の歌を１曲も使用せず、全て番組内で
生まれた共作を再演する形でシリーズを締め括ってい
る。

番組テーマ曲《あそびましょ》を除く使用曲（７曲）
とリズム遊びの概要、周辺情報を演奏順に以下、表４に
整理する。
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曲数で見れば第５２回（正月特番）と同数であるが、こ
こではやはり、全てオリジナルの共作から選曲している
ところに中田・小林の気概と矜持が窺えよう。

リズム遊びの概要は放送台本の記載内容からまとめた
ものであるが、全体としてはごっこ遊びを中心としたバ
ラエティの豊かさと共に、緩急のある進行を意識したプ
ログラムが組まれていたことが読み取れる。
《大きなたいこ》による生き生きとした足踏み遊びに

続くのは、《ひらひらちょうちょう》のごっこ遊びであ
るが、これについては台本（「お話」の台詞）上に「静
かなお遊び」と明記されている。《雨だれ》では再び、

手拍子を中心としたシンプルな遊びが行われ、続く２曲、
《大工さん》と《チリンチリンじてんしゃ》ではその名
の通り、全身を使った躍動感のあるごっこ遊びが展開さ
れる。終曲の《スワンよスワン》では、白鳥が「みずう
みの上をすべっていく」さまを模した穏やかなごっこ遊
びが行われる。

１５分間に７曲もの曲数を盛り込む都合もあってか、最
終回の放送台本には手書きよる取り消し線が数多く残さ
れているが、中でも特に印象的なのは、終曲《スワンよ
スワン》の解説部分を全てバツ印で削除した箇所である。
以下、該当部分を放送台本から引用する。

表４ 第５２回における演奏曲一覧

注）第７３回台本上のタイトルは《スワン》とされている。
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他の６曲については全て慣例通りの解説があり、終曲
の《スワンよスワン》の該当部分のみ、明らかに削除の
跡が残されている。この通りに放送がなされたとすると、
最終回の終末部分では共作の音楽（演奏）だけが静かに
流れたことになる。演奏後には「お話」による締め括り
の台詞こそあるものの、小林はシリーズ全体の幕を閉じ
るに当たり、音楽の余韻を効果的、印象的に用いようと
いう意図を持って、あえて解説を削除した可能性も十分
に考えられる。また穿った解釈ではあるが、シリーズ全
体の終曲に置かれた《スワンよスワン》には、いわゆる
「白鳥の歌」¹⁹としての演出意図を読み取ることもでき
るだろう。

また、《スワンよスワン》のテキストにおける「すわ
んすわんすわん」は、「スワン」という言葉の響きに着
想を得た、小林によるオリジナルのオノマトペであると
思われる。

５．まとめ

中田・小林は「あそびましょう」における約３年間の
協働の中で、５０曲に及ぶ新しい子どもの歌の共作を生み
出した。そこには番組テーマ曲や狭義での編曲作品も含
まれるが、全７３回という放送回数に照らせば、およそ１．５
回に１曲のペースで新作が発表されたことになる。これ
は驚異的なペースである。

特にシリーズの始め（第１期）と終わり（第４期）の
時期において、精力的に新作が生み出された。比較的新
作発表の機会の少なかった第２・３期においても、それ
までに番組の中で発表した共作の再演が度々行われた。
これは、中田・小林が自らの共作に自負を持っていたこ
との表れであると言える。

番組内での再演の頻度と、後に中田・小林が編者を務
めた曲集における共作（楽譜）の出版状況（言い換えれ
ば、中田・小林による共作の自己評価）は必ずしも一致
しない。《おつむてんてん》はその最たるものであり、
番組内で７回も取り上げられているにも関わらず、出版
譜が確認できたのはたった１つの曲集（N1）のみであっ
た。「あそびましょう」における共作の中には、後世に
歌い継がれる機会をほとんど得ることのない作品が少な
からず含まれていることも事実である。しかしながら、
作品の音楽的・文化的価値については、今後丁寧な分析
をもって再検討を行う必要があるだろう。

中田・小林の代表作とも言える《あひるのぎょうれつ》
《大きなたいこ》については、放送台本をもとに、放送
当時の遊び（番組内での指導）の実態について検証を行っ
た。いずれも詩（歌詞）の中心にはオノマトペがあり、
そこから想起される「動作」に基づいた平明平易なリズ

ム遊びが展開されていた。《大きなたいこ》に至っては
その極限的な構造のシンプルさに由来して、１回の放送
の中で５パターンもの替え歌遊びを一挙に展開するとい
う例もあった。

オノマトペを基軸としたリズム遊びへの誘い、という
創作スタンスは、聴覚を唯一の拠り所とする「ラジオ放
送」の制約に対する、小林の最適解の一つであったと考
えられる。とかく動画全盛、視覚優位の現代にあって、
聴覚への訴求に特化した子どもの歌（創作）の有り様に
ついて考察を深めることは、言葉（詩）のプリミティブ
な力（音あるいは声としての言葉の本質）を再考する上
で意義を持つものと思われる。

６．おわりに

戦後の子どもの歌をめぐる研究では、NHK ラジオ番
組『子供の時間』『幼児の時間』における「歌のおけい
こ」や、同『うたのおばさん』がその発表の場としてク
ローズアップされることが多く、実際にこれらの番組で
は現在も歌い継がれる子どもの歌の名曲が数多く誕生し
ている²⁰。番組のタイトルからも明らかなように、『う
たのおばさん』や「歌のおけいこ」のメイン・コンテン
ツは「歌」であり、番組の中から新たな「歌」の名曲が
生まれたことは自然な成り行きであったと言える。一方、
『幼児の時間』の曜日番組「リズム遊び」では、ラジオ
放送を聴きながら子どもたちが「遊ぶ」ことを目的とし、
そこで流れる「歌」は子どもたちの（身体的な）「遊び
を引き出す」ことに主眼を置いて創作されている²¹。そ
のような条件があった中でも、単に「遊び歌」として消
費され、廃れてしまうものばかりでなく、今も歌い継が
れる真の「歌」として残る作品を生み出した中田・小林
の協働の成果は注目に値すると言えよう。

今後は共作の作品分析に着手し、特に知名度の低い作
品については、現代における蘇演の可能性とその意義に
ついて検証を進めていきたい。

引用・参考文献
大地宏子（２０１３）、「NHK ラジオ放送の子ども番組にみる「童

謡」の変容：『子供の時間』『幼児の時間』『うたのおばさん』
を中心に」、『音楽教育史研究』１６、音楽教育史学会、２５-３６。

大地宏子（２０１４）、「NHK ラジオ番組『幼児の時間』におけ
る音楽教育プログラムとその変遷―１９３５（昭和１０）年から
１９５２（昭和２７）年を中心に―」、『岐阜聖徳学園大学紀要．
教育学部編』５３、１８１-１９９。

大地宏子（２０１８）、「NHK ラジオ放送の子ども番組にみる「童
謡」の音楽的変容―戦後の童謡を中心に―」、『現代教育学
部紀要』１０、中部大学現代教育学部、６９-８２。
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葛西健治（２０１８）、「『現代こどものうた名曲全集』（二訂）に
おける中田喜直・小林純一の共作―オノマトペの表現に着
目して―」、『こども教育宝仙大学紀要』９（２）、９５-１０２。

葛西健治（２０２２）、「子どもの歌のオノマトペに関する中田喜
直・小林純一の思考」、『こども教育宝仙大学紀要』１３、２７-
３２。

全国大学音楽教育学会（編）（２０１３）、『明日へ歌い継ぐ 日
本の子どもの歌―唱歌童謡１４０年の歩み』、音楽之友社。

注
１）大地（2013 : 33）、大地（2014 : 186）、大地（2018 : 81（注

１６））、「池田小百合 なっとく童謡・唱歌：あそびましょ
う（https : //www.ne.jp/asahi/sayuri/home/doyobook/
doyo00yuyama.htm#asobimasho）」（最終アクセス：２０２２
年９月２６日）等。

２）https : //www.nhk.or.jp/archives/about/（最終アクセ
ス：２０２２年９月１５日）

３）https : //www.nhk.or.jp/archives/academic/（最終アク
セス：２０２２年１１月８日）

４）当該回（第４３回）については、１９５３（昭和２８）年８月２９
日付の番組確定表に放送の記載を確認できる。

５）ここに示した『幼児の時間』の曜日・放送時間は、１９５２
（昭和２７）年当時の内容である。

６）漢字、ひらがなの混同等。例えば、初回（第１回）は「リ
ズムあそび」（「あそび」がひらがな表記）、最終回（第７３
回）は「リズム遊び」（「あそび」が漢字表記）、第２・３・
４回の表紙ではいずれも「リズム遊び（あそび）」の表記
自体が欠落、第４回では「幼時の時間」（おそらく書き間
違い）など。

７）１９５２（昭和２７）年１月５日付（第２放送）の番組確定表
には「野上彰・作／作曲指揮・団（ママ）伊玖磨」とある。
『NHK 年鑑』５（p．１６７）、及び同書６（p．７３）では「子
猫のみんみいちゃん」というタイトル表記がなされおり、
番組確定表とは異同が見られる。

８）第４９回（１９５３（昭和２８）年１１月２１日放送）からウサギの
ピョンコちゃんというキャラクターが追加され、前後して
タヌキのポンちゃんの出演が確認できなくなる。キャラク
ターの入れ替えに係るストーリー上の都合の詳細について
は、放送台本から確認することができなかった。

９）第３回（２月）《雪》（文部省唱歌）、第２０回（９月）《ツ
キ（おつきさま）》（文部省唱歌）、第３７回（６月）《てるて
る坊主》（詞：浅原鏡村 曲：中山晋平）等。

１０）当該曲集では、《手を叩きましょう》の楽譜上に「中田
喜直 編曲」の記載がある。

１１）放送台本のト書きには「テーマ」という記載も見られる
が、本稿では《あそびましょ》を「テーマ曲」とし、各回
の中心となる曲は「メイン曲」と呼称することとする。

１２）第１６回《肩たたき》（詞：西条八十 曲：中山晋平）、第
２８回《毬と殿様》（詞：西条八十 曲：中山晋平）、第３１回

《歌の町》（詞：勝承夫 曲：小林三千三）他。
１３）第３５回《めだかの学校》（詞：茶木滋 曲：中田喜直）、

第３９回《かもめの水兵さん》（詞：武内俊子 曲：河村光
陽）、第４１回《ゆりかごの歌》（詞：北原白秋 曲：草川信）、
第４４回《どんぐりころころ》（詞：青木存義 曲：梁田貞）
他。

１４）「おかあさんといっしょ」については２０２２年１１月４日の
放送を筆者が実際に視聴し、《大きなたいこ》の放送を確
認している。また「いないいないばあっ！」については「過
去のエピソード（２０２２年８月１８日）」（https : //www.nhk.jp
/p/inaiinai/ts/E4G3263MG7/episode/te/B6W92JJXMQ/
（最終アクセス：２０２２年１１月９日））の記載内容に「おお
きなたいこ」のタイトルを確認することができる。

１５）N1 のみの収載は１１曲（《あそびましょ》《おつむてんて
ん》《ゆきゆきこんこん》《じゃぶじゃぶせんたく》《ある
きましょうはしりましょう》《いもむしごろごろ》《シー
ソー》《おしくらまんじゅう》《おすもうさん》《どうぶつ
あそび》《えっちら山のぼり》）、N2 のみの収載は２曲（《雨
だれ》《スワンよスワン》）である。

１６）《きゅっきゅっきゅ》《どうぶつあそび》《大工さん》の
３曲が該当する。

１７）https : //www2.jasrac.or.jp/eJwid/main?trxID=F20101
&WORKS_CD=05400023&subSessionID=001&subSession
=start（最終アクセス：２０２２年１０月２０日）なお、JASRAC
の「作品タイトル」表記は「手をたたきましょう」である。

１８）独自研究ではあるが、HP「世界の童謡・民謡」内「手をたた
きましょう 歌詞と原曲」（https : //www.worldfolksong.
com/songbook/czech/tewotatakimasho.html 最終アクセ
ス：２０２２年１０月２０日）では、リトアニア民謡《クルンパコ
イス Klumpakojis》を原曲とする説が提唱されている。

１９）死ぬまぎわに白鳥がうたうという歌。その時の声が最も
美しいという言い伝えから、ある人が最後に作った詩歌や
曲、また、生前最後の演奏など（『大辞泉』第二版、小学館）。

２０）《とんぼのめがね》（詞：額賀誠志 曲：平井孝三郎／
１９４９（昭和２４）年）、《おつかいありさん》（詞：関根榮一
曲：團伊玖磨／１９５０（昭和２５）年）、《こおろぎ》（詞：関
根榮一 曲：芥川也寸志／１９５１（昭和２６）年）、《ぞうさん》

（詞：まどみちお 曲：團伊玖磨／１９５２（昭和２７）年）等。
２１）『幼児の時間』のチーフディレクターであった武井照子

は「あそびましょう」の企画の趣旨について、「当時のヒッ
トメーカー、小林純一、中田喜直のコンビで、歌いながら
身体を動かす、遊び歌を作ろうとした」と回顧している（武
井照子「幼児番組の変遷〈その３〉～終戦後の番組再開か
ら『うたのおばさん』まで～」、『放送教育』９月号、日本
放送協会、p．７３）。

付記
本稿は日本保育学会第７５回大会において筆者が発表した内

容に、大幅に加筆・修正を行ったものである。
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